
　巴工業株式会社は国内約 550 アカウントのメールシステ
ムをソフトバンクが提供する「ホワイトクラウド メールサー
ビス」、クライアント側のメールソフトは Windows 7 の

「Windows Live メール」で運用していましたが、スパムメー
ルのフィルタリングやマルウェア対策をより強化したいと考え

ていました。メールシステムに個別のセキュリティ製品を導入
する対策も検討しましたが、次々と発見される新種のマルウェ
アに対してその都度個別製品で対応することは、導入コストや
運用負荷の面から現実的ではないと判断し、クラウドサービス
型のメールシステム導入を決めました。
　クラウド型メールシステムを含んだグループウェア製品を比
較検討したところ、機能やコストの面で大きな差異はなかった
ものの、中国での運用実績に違いがありました。同社は中国に
複数の拠点を持ち、海外出張で同国へ渡航する機会が頻繁に
あったため、中国での運用実績の多い「Office 365」を選択
しました。既存メールシステムを運用していた実績から、シ
ングルサインオンの構築も含めてソフトバンクから「Office 
365」を導入しました。
　「Office」の既存ライセンスを継続利用し、「Office 365」
はメール、予定表、連絡先、ポータル、ストレージ、プレゼ
ンス、ビデオ会議、SNS が入った「Office 365 Enterprise 
E1」を採用しました。以前のリッチクライアント型メールソ
フト「Windows Live メール」から Web アプリケーション型
の「Outlook on the Web」での利用に切り替えたことで、メー
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巴工業株式会社は、遠心分離機を中心とする機械製造販売と化学工業製品の先端製品を輸入販売す
る 2 つの分野をコアに、国内および海外で事業を展開しています。同社では、年々進化するスパムメー
ルやマルウェアに対処するためクラウドサービスである「Microsoft Office 365」（以下、Office 
365）を導入。管理者の手間をかけずにセキュリティ対策が適用されるほか、メールデータがクラ
ウド上に保存されるため PC 故障時に過去のメールが失われるリスクを回避できました。
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スパムメールやマルウェアへの対応がワン
ストップで提供されるサービスを探してい
ました。

POP3 メールは PC 故障時にローカル保
存した過去メールを喪失するリスクがあり
ました。

「Office 365」のメールセキュリティ機能
により管理負荷なしでセキュリティを強化
できました。

「Office 365」はクラウド上にメールを保
存するため、PC 故障時でもメール喪失は
ありません。
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※パンフレット記載内容は、2016 年 12 月現在のものです。

ルデータをローカル PC に保存しなくなり、PC の故障でメー
ルデータを紛失するリスクがなくなりました。また、スパムメー
ルの排除やマルウェア対策は常に最新の対策が施されるため、
個別のセキュリティ対策を実施することに比べ追加コストや運
用負荷もなくなりました。
　同社では予定表、業務文書回覧、社内規定の告知、ワーク
フローといった情報系システムはオンプレミスで運用する
パッケージソフトを利用していますが、今後は「Office 365 
Enterprise E1」に含まれる「SharePoint Online」への切り

替えを検討しています。これは単なる機能移植にとどまらず、
マイクロソフトが提供するオンライン型の CRM「Microsoft 
Dynamics 365」導入を見越したものだといいます。営業
担当者にはスマートフォンを配布して外出先から Exchange 
Online( メールや連絡先 ) の利用を可能としており、今後はそ
の他の「Office365」アプリへのアクセス許可や「Microsoft 
Dynamics 365」の導入によるさらなる営業力強化を目指し
ています。
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当社の国内従業員に約 400 台の PC を配布しており、そのう
ち年間約 100 台についてリース切れ、もしくは故障による端
末交換が発生しています。以前はシステム管理課で PC を引
き取り、既存のデータをいったん外部ストレージに保存した
後、新しい PC にデータを書き戻して配布するという一連の手
順に丸一日を要していました。管理者側の業務負荷はさること
ながら、社員にとって丸一日 PC が使えない状況は業務に影
響します。「Office 365」へ切り替えた後は、あらかじめ必
要なデータをローカル PC からクラウド上の「OneDrive for 
Business」にアップロードしてから PC の交換を実施しても
らうことで、アカウント設定など最小限の設定を施したのちに
即時の PC 交換が可能になりました。新しい PC から「Office 
365」にログインすると「OneDrive for Business」のファ
イル同期が始まり、ほとんど空白時間をつくらずに仕事を再開
できるようになり、業務効率は大きく改善しています。また

「Office 365 Exchange Online」のメールフィルタリングに
よりセキュアな運用が実現しました。「Microsoft Dynamics 
365」はモバイルによる営業効率向上に期待しており、費用対
効果の向上が見込めるなら導入したいと考えています。
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クラウドサービス型のメールシステムに切り替えたことで、過
去のメールを PC 上で管理する必要がなくなり、当初の課題で
あった PC 故障時のメールデータ復旧という管理業務が不要に
なりました。このほか出張時に PC を持ち出さなくても、出張
先の共有 PC や貸出専用の PC、さまざまなデバイスからメー
ルのチェックが行えるようになったのは「Office 365」を導
入したメリットです。以前は「Windows Live メール」の利
用を推奨していたのですが、これ以外にもさまざまなメールソ
フトが利用されており、使い方や不具合の問い合わせを受けて
返答に苦労することもありました。現在は「Office 365」の
Web アプリケーションに統一されていますのでさまざまな問
い合わせにも即答でき、設定方法などのマニュアル作成も 1 種
類で完結するため管理者の負担も軽減されました。メールシス
テム切り替え時には、従来のリッチクライアント型メールソ
フトから Web アプリケーション「Outlook on the Web」へ
と使い勝手が変わるので、全国の拠点を回って事前の説明会
を実施したり、プレオープンとして「Office 365 Exchange 
Online」へもメール転送して使い方に慣れてもらう並行運用期
間を設けるなど、スムーズな移行を目指しました。
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